
平成19年度水質検査計画

城陽市上下水道部



1．基本方針

2．水道事業の概要

3．水源の状況並びに原水　浄水の水質状況

4．採水地点，検査項臥　検査頻度及びその理由

5．水質検査方法

6．臨時の水質検査

7．水質検査計画及び検査結果の公表

8．その他の留意事項



1．基本方針

城陽市上下水道部では，水道水が安全であることを保証するために水道法で定めら

れた水質検査を行います。

（1）　検査地点は，市内給水栓（蛇口の水）に加えて各浄水場出口（浄水），京都

府営水道から浄水を受水する入口，浄水場入口（原水）とします。

（2）　検査項目は，水道法で義務づけられている水質基準項目，水質管理上留意

すべきとされている水質管理日梼設定項目及び城陽市上下水道部が必要と判

断した独自の水質項目とします。

（3）　検査頻度は．水道法及び本市の原水水質の特徴．過去の水質検査結果状況

に基づいて，項目毎に検査頻度を設定し実施します。

（4）　検査の実施方法は，全ての水質検査について委託します。なお委託先は水

道法に基づき，厚生労働大臣へ登録した検査機閑とします。（毎日検査除く）

2．水道事業の概要

城陽市上下水道部は，市内を4つの配水区域に分けて効率的かつ安定した給水を行

っています。水源は深井戸から取水した地下水で，市内3カ所の浄水場で浄水処理し

ています。その水と京都府営水道で高度浄水処理された浄水をブレンドして給水して

います。

給水状況（平成17年度）
給水 人 口 8 1，125　人

給水戸数 29，23 0　戸

年間総配水量 9，6 97，57 0　め

1 日平均配水量 26．56 9　め

1 日最大配水量 30，9 13　時

浄水場概要

名称 処理能力 主な浄水処理方法

第 1浄水場 3．900 時／日 除砂

第2 浄水場 6，500 時／日 除砂

第3 浄水場 19，400 時／日 溌集沈でん急速ろ過，自然ろ過

府営水概要

名称 契約受水量 （最大） 主な浄水処理方法

宇治浄水場 14，100 時／日 高度浄水処理 （オゾン＋活性炭）
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城陽市配水区域図

第3浄水場
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3．水源の状況並びに原水，浄水の水質状況

本市の水源は，深井戸から取水する地下水です。原水は大変良質で，浄水処理前の

原水の状態においてもほぼ水質基準を満たします。しかし第3浄水場系原水のみ，地

質由来の無機物（鉄，マンガン）が水質基準値以上含まれることがあります。

そのため第3浄水場では．凝集沈でん急速ろ過施設，自然ろ過施設を導入するなど

適切な浄水処理を行っています。

凝集沈でん池（急速ろ過施設）

自然ろ過施設

急速ろ過池（急速ろ過施設）

その結果，浄水（水道水）は水質基準を全て満足しており，安全で良質な水をお届

けしています。
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平成18年度

水質基準項目検査結果（原水）　＜平成18年7月採水＞

原水 3 検 体
水 質検 査結 果

項 目 基蓬 値 最 高 最 低 平 均

1 一般細 菌 10 0個 ／ｍＩ以 下 86 検 出せ ず 29

2 大腸 菌 検 出され ないこと 検 出せ ず 検 出せ ず 検 出せず

3 カドミウム 及びその化 合物 0．0 1ｍｇ／ｌ以下 0．0 0 1来 演 0．00 1来 演 0．0 0 1来演

4 水銀 及びその 化合物 0 ．∝氾5ｍ〟Ｉ以下 0．∝氾05未満 0．00 0 0 5束 満 0．0 0 00 5未 満

5 セレン及びその化 合物 0 ．0 1ｍ〟ｌ以下 0．00 1束 満 0．00 1未 満 0．0 0 1未 満

6 鉛及 びその化 合物 0 ．0 1ｍ収／Ｉ以下 0．00 1未 満 0．00 1未 満 0．0 0 1未満

7 ヒ素及 びその化 合物 0 ．0 1ｍｇ／ｌ以 下 0．00 1未 ・漏 0．0 0 1来 演 0．00 1未満

8 六価 クロム 化合物 0．0 5ｍ〟ｌ以 下 0．0 0 5未 満 0．00 5未 満 0．00 5未満

9 シアン化物 イオン及び塩 化シアン 0．0 1ｍ〟ｌ以下 0．00 1来 演 0．00 1未 満 0．0 0 1未 満

10 硝酸 態窒 素及び 亜硝 酸態 窒素 10ｍ〟Ｉ以下 2．14 0．2 6 0．94

1 1 フッ素 及びその 化合 物 0 ．8ｍ〟ｌ以 下 0．0 8未 満 0．0 8来演 0．0 8未 ・満

12 ホウ素 及び その 化合 物 1．0ｍｇ／ｌ以 下 0．0 3 0．0 2未満 0．02

13 四塩 化炭 素 0 ．0 0 2ｍ〟 ｌ以下 0．00 0 2未 満 0．00 0 2来 演 0．0 0 0 2未 満

14 1 ．4 －ジオキサン 0．0 5ｍ〟書以 下 0．0 0 5未 満 0．00 5未 満 0．0 0 5未 満

15 1 ．1 －ジクロロエチ レン 0 ．0 2ｍ£／ｌ以下 0．00 2来 演 0．00 2未 満 0．0 0 2未満

16 シスー 1 ．2 －ジクロロエチレン 0 ．0 4ｍ〟ｌ以下 0．00 4未 満 0．00 4未 満 0．0 0 4未満

17 ジクロロメタン 0 ．0 2ｍ〟Ｉ以下 0．00 2未 満 0．00 2未 満 0．0 0 2未満

18 テトラクロロエチレン 0 ．0 1ｍだ／ｌ以下 0．00 1未 満 0．00 1来 演 0．00 1未満

19 トリクロロエチレン 0 ．0 3ｍｇ／ｌ以下 0．00 1未 ・満 0．0 0 1未 満 0．0 0 1未 満

20 ベンゼン 0 ．0 1ｍ〟Ｉ以下 0．00 1未 満 0．00 1来 演 0．0 0 1未満

2 1 クロロ酢酸 0 ．0 2ｍｇ／ｌ以下 － － －
22 クロロホル ム 0．0 6ｍ〟Ｉ以下 － － －
23 ジクロロ酢 酸 0 ．0 4ｍだ／ｌ以下 － － －
24 ジプロモクロロメタン 0．1ｍｇ／ｌ以下 － － －
25 臭素 酸 0 ．0 1ｍｇ／ｌ以下 － － －
26 総 トリハ ロメタン 0 ．1ｍ夏／Ｉ以下 － － －
27 トリクロロ酢 酸 0 ．2ｍｇ／Ｉ以下 － － －
28 プロモジクロロメタン 0 ．0 3ｍｇ／Ｉ以下 － － －
29 プロモホルム 0．0 9ｍだ／ｌ以下 － － －
30 ホルムアルデ ヒド 0．0 8ｍぼ／Ｉ以下 － － －
31 亜鉛 及び その 化合物 1．0ｍｇ／Ｉ以下 0．00 5未 満 0．00 5未 満 0．0 0 5未満

32 アルミニウム及 びその化合 物 0．2ｍ賃／ｌ以下 0．0 2索 漠 0．0 2来演 0．0 2兼 ・満

33 鉄及 びその化 合物 0 ．3ｍｇ／Ｉ以下 0．1 9 0．0 3来演 0．0 6

34 鋼及 びその化 合物 1．0ｍ〟Ｉ以下 0．0 1 0．0 1未満 0．0 1夫 ・満

35 ナトリウム 及びその化 合物 20 0ｍだ／ｌ以下 9．2 7．7 8．5

3 6 マンガン及びその化 合物 0．0 5ｍ〟ｌ以下 0．0 6 3 0．00 5未 満 0．0 2 1

3 7 塩 化物イオン 20 0ｍ〟Ｉ以下 4．2 3．0 3．8

3 8 カルシウム．マグネシウム 等 （硬度 ） 30 0ｍだ／Ｉ以下 27．2 12．7 1 7．6

3 9 蒸発 残 留物 500ｍ且／Ｉ以下 11 3 78 90

4 0 陰 イオン界 面活 性剤 0．2ｍｇ／ｌ以下 0．0 2未 満 0．0 2束湛 0．0 2未満

41 ジェオスミン 0．0 0 00 1ｍぼ／ｌ以下 － － －
42 2 －メチルイソボ ルネオール 0．∝）00 1ｍｇ／Ｉ以下 － － －
43 非イオン界 面活 性剤 0．0 2ｍ〟Ｉ以下 0．00 5未 満 0．00 5未 満 0．0 0 5未満

44 フェノー ル藍 0．0 0 5ｍ〟ｌ以 下 0．00 0 5未 満 0．00 05未 満 0．0 0 0 5来 演

4 5 有 機物 （ＴＯＣ） 5ｍ〟 ｌ以下 0．5未満 0．5未 満 0．5未 満

46 ＤＨ値 5．8以上 8．6以 下 6．8 6．3 6．5

4 7 味 異 常でないこと － － －
48 臭 気 臭 常でないこと 異 常なし 異 常なし 異常 なし

49 色 度 5 度 以 下 2 1未 満 1未 満

50 濁 度 2 度 以 下 0．7 0．1未満 0．2
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平成18年度

水質基準項目検査結果（浄水・給水栓水）　＜平成18年7月採水＞

浄水 4 検体 ．給 水栓水 4 検体

水質 検査 結果

項 目 基準 値 最 高 最低 平均

1 一般 細菌 1∝個 ／ｍｌ以 下 検 出せ ず 検 出せず 検出せ ず

2 大腸 菌 検 出されないこと 検 出 せず 検 出せず 検出せ ず

3 カドミウム及びその化 合物 0．0 1ｍ〟ｌ以下 0．0 0 1来 演 0 ．0 0 1来演 0．0 0 1未 満

4 水銀 及びその化 合物 0．0的 5ｍ〟ｔ以下 0．㈱ 0 5未 満 ．0 ．0 0∝Ｉ5未 満 0，0∝氾5未満

5 セレン及びその化 合物 0．0 1ｍ〟Ｉ以下 0．0 0 1未 満 0 ．∝Ｉｌ来演 0．0 0 1来 演

6 鉛及 びその化合 物 0 ．0 1ｍ〟ｌ以下 0．0 0 3 0．0 0 1未満 0．（氾1未 満

7 ヒ素 及びその化合 物 0 ．0 1ｍ〟ｌ以下 0．0 0 1来 演 0 ．0 0 1未満 0．∝Ｉｌ未 満

8 六価 クロム 化合物 0 ．0 5ｍ〟Ｉ以 下 0．0 0 5未 満 0 ．0 0 5未満 0．0 0 5未 満

9 シアン化物 イオ ン及 び塩化 シアン 0．0 1ｍ〟ｌ以 下 0．0 0 1来 演 0 ．0 0 1来演 0 ．0 0 1未 満

10 硝酸 態窒 素及 び亜硝酸 態窒素 10ｍぼ／Ｉ以下 2．0 0 0 ．2 6 0．7 3

1 1 フツ素 及びその 化合物 0．8ｍ〆Ｉ以下 0．0 8未 満 0 ．0 8未 満 0．0 8未満

1 2 ホウ素及 びその 化合物 1．0ｍ〟Ｉ以下 0．0 3 0．0 2来 演 0．0 2来 演

1 3 四塩 化炭 素 0．0 0 2ｍｇ／Ｉ以下 0．0（氾2未 済 0 ．0∝Ｉ2未 満 0．0 0 02未 満

1 4 1 ，4 －ジオキサン 0．0 5ｍ〟Ｉ以 下 0．0 0 5未 満 0 ．∝15未満 0 ．0 0 5未 満

1 5 1 ．1 －ジクロロエチレン 0．0 2ｍ〟ｌ以 下 0．0 02未 満 0 ．0 0 2来演 0．0 0 2来 演

1 6 シス ー 1 ．2 －ジクロロエチレン 0．0 4ｍ〟ｌ以下 0．∝国夫 濱 0 ．∝〉4未 満 0．榊 来 演

1 7 ジクロロメタン 0．0 2ｍ〟ｌ以下 0．0 0 2未 満 0 ．0 0 2未 満 0．∝Ｉ2未 満

1 8 テトラクロロエチレン 0．0 1ｍ〟ｌ以下 0．0 0 1未 満 0 ．0 0 1未満 0．0 0 1未 満

1 9 トリクロロエチ レン 0．0 3ｍ〟Ｉ以下 0．0 0 1夫 満 0 ．0 0 1来演 0．∝日東 漏

20 ベンゼン 0 ．0 1ｍ〟Ｉ以下 0．0 0 1来 演 0 ．0 0 1来演 0 ．0 0 1未 満

2 1 クロロ酢酸 0 ．0 2ｍ〆Ｉ以下 0．0 0 2未 満 0 ．0 0 2未 満 0．0 0 2未 満

2 2 クロロホルム 0 ．0 6ｍ〟ｌ以 下 0．∝国 0 ．0 0 1未 満 0．0 0 1

2 3 ジクロロ酢 酸 0．0 4ｍ〟Ｉ以 下 0．∝国東 満 0 ．0 0 4未 満 0．∝場末 濱

2 4 ジプロモクロロメタン 0．1ｍ〟 1以下 0．0 0 2 0 ．0 0 1未 満 0．∝）1未満

2 5 臭素 酸 0．0 1ｍ〟ｔ以下 0．0 0 1未 満 0．0 0 1未 満 0．0 0 1未 満

2 6 総 トリハ ロメタン 0．1ｍ〟Ｉ以下 0．0 1来 演 0．0 1未満 0．0 1未満

2 7 トリクロロ酢酸 0．2ｍ〟Ｉ以 下 0．0 2未 満 0 ．0 2来演 0．0 2来演

2 8 プロモジクロロメタン 0 ．0 3ｍ〟Ｉ以 下 0．0 03 0 ．0 0 1未 満 0．∝Ｉｌ

2 9 プロモホルム 0．0 9ｍ〟ｌ以 下 0．0 05夫 満 0 ．0 0 5未 満 0．∝Ｉ5未 満

3 0 ホルムアルデ ヒド 0．0 8ｍ〟ｌ以 下 0．0 08未 満 0 ．0 0 8来 演 0．0 0 8未 満

3 1 亜鉛 及びその化 合物 1．0ｍ〟Ｉ以下 0．0 05未 満 0 ．0 0 5未 満 0．0 0 5未 満

3 2 アルミニウム及 びその化 合物 0．2ｍｇ／Ｉ以下 0．0 6 0 ．0 2未漏 0．0 2

3 3 鉄 及びその化合 物 0．3ｍｇ／Ｉ以 下 0．0 3未満 0 ．0 3来演 0．0 3来演

3 4 鋼 及びその化 合物 1．0ｍだ／Ｉ以下 0．0 1 0 ．0 1未満 0．0 1未満

3 5 ナ トリウム及 びその化合 物 200ｍ〟ｌ以下 17 8 ．7 13

3 6 マンガン及びその化合 物 0．0 5ｍｇ／ｌ以 下 0．（泊5来 演 0 ．0 0 5来演 0．∝Ｉ5未 満

3 7 塩 化物 イオン 200ｍ〟Ｉ以下 8．7 4 ．4 6．2

3 8 カルシウム．マグネシウム等 （硬 度） 300ｍ〟Ｉ以下 36．2 12．6 24．5

3 9 蒸 発残 留物 5 00ｍ£／Ｉ以下 118 9 8 10 5

40 陰 イオン界 面活性 剤 0．2ｍだ／Ｉ以下 0．0 2来演 0 ．0 2来演 0．0 2来 演

4 1 ジェオスミン 0．0∝10 1ｍ〟Ｉ以 下 0．0∝）ｌＸ11夫 5菖 0 ．0∞∞ 1未濱 0．0 0∝氾1来 演

4 2 2 －メチルイソボルネオール 0．0㈱ 1ｍｇ／Ｉ以 下 0．∝氾∞ 1未満 0 ．∝氾∝Ｉｌ未満 0．∝氾0 0 1未 満

4 3 非 イオン界 面活性 剤 0．0 2ｍ丈／Ｉ以 下 0．（氾5来 演 0 ．（氾5来 演 0．00 5未 満

4 4 フェノー ル類 0．0 0 5ｍ〟ｌ以下 0．∝氾5来 演 0 ．∝氾5来 演 0．∝旧5来 演

4 5 有機 物 （ＴＯＣ） 5ｍ〟 Ｉ以下 0．5来 演 0 ．5来 演 0．5未満

4 6 ＤＨ値 5．8以上 8．6以下 7．4 6 ．6 7．1

4 7 味 異 常でないこと 異常 なし 異常 なし 異 常なし

48 臭 気 異 常でないこと 異常 なし 異 常な し 異 常なし

49 色 度 5 度 以下 1未 満 1未 満 1未 満

5 0 濁 度 2 度 以下 0．1来 演 0 ．1未 満 0．1未満
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平成18年度

水質管理目標設定項目水質検査結果　　＜平成18年9月採水＞

鹿水3検体、浄水一品乙・
水質検査結姦果

項目 目標値 最悪 最低 平均

1 アンチモン及びその化合物 ｎＯｌ加闇几以下 ｎ∞促来演 0．∝臆 嘉 ｎ∝り2未満

2 ウラン及びその化合物 ｎ∝股ｍｇの以下 伽∝氾2来演 0．∞02未満 仇∝カ2未満

3 ニッケル及びその化合物 0．01ｍの以下 ｎ∝11未満 ｎ∞ 1来演 0．∝”来演

4 亜硝酸態要素 0．帥 以下 ｎ∝妬未満 0．∝汚未済 0．∝汚未満

5 1．2 －ジクロロエタン 0．∝紬 以下 8∝鵬 0．∝鵬 0．∝馴鹿渥

6 トランスー1．2 －ジクロロエチレン 伽刷れ〟ｌ以下 Ｍ馴床漏 0．∞4未満 ｌ… 】ヨ

7 1．1，2 －トリクロロ工匁 ′ 0．∝袷ｎ電4 以下 α∞髄未満 0．伽髄 未満 ｎｏ∝袷未満

8 トルエン 0．お暇／1以下 以耽来満 0．位未満 0．02未満

9 フタＪｌ戯 ジ（2 －エチＪレ＼キシＪり 0．1ｎｌむ1以下 ｎ（Ｘ裕未漢 0．鵬 萬 0．（Ｘ冶未満

10 亜塩素酸 ｎ伽朗 以下 － － ー
11 塩素酸 0．6ｒｎｇバ以下 車 － －
12 － Ｕ蕊素 朋細山以下 － － －
13 ジクロロアセトニトリル ｎ帥 融 以下 ｎ∝国未満 0．∝国未満 ∝馴味漏

14 抱水クロラー「ル ｎ伽 1以下 耶闇廃演 配偶味漏 0．咄 萬

15 農薬類 比の址 して1以下 8 0 1未満 0．0 1未満 ｎＯｌ来演

16 残留塩素 1ｒｒ馳／ｌ以下 ａ糾 0．49 ｎ5 1

17 カルシウム・マグネシウム等（硬度） 1伽甘1以上 1仙 融 以下 39．0 12 8 27．8

18 マンガン及びその化合物 8 0 1ｍの以下 ｎ∝〉1未満 0．∝Ｉｌ未満 ｎ（カ1未満

19 遊離炭酸 独 融 以下 ｍ Ｏ 3．5 11．2

；犯 1．1．1 －トリクロ日工匁 ノ ｎ紬 以下 ｎ（沿1未満 0．∝11未満 ｎ∝11未満

21 メチルーｔ－フテルエーテル 0．勉細田 以下 ｎ∞2来演 0．咄 菖 ｎ∝戌 萬

22 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） 3ｒｒｔ4 以下 0．8 0．7 ｎ7　′

23 臭気強度 （ＴＯＮ） 3以下 1未満 1未満 1来演

24 蒸発残留物 こ泊ｎ融 以上認肋Ⅷの以下 122 99 1 11

2 5 1度以下 ｎｌ未満 ａｌ未満 0．1未満

：蛤 ＤＨ値 7．調星度 7．7 6．7 7．2

2 7 腐食性（ランゲリア指数） －1程度以上 －1．1 一之2 －1．8

10亜塩親11塩荊艶12コ酸化惚勲こついては．原因物賞が＝紺ヒ塩素であり，本市でまコ謝ヒ塩素を浄水処理で

使用していないので測定していません。
水道水品質及び浄水処理過程混入物賞については浄水にて検査しそれ以外の原水由来の項目についてｌ頒水こて検査
しｎｌます。
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4．採水地点，検査項臥　検査頻度及びその理由

（1）採水地点

浄水場の系統及び配水区域を考慮して．市内4地点の給水栓及び浄水施設出

口4地点，府営水受水口1地点の計9地点で行います。

また，原水についても各浄水場入り口の3地点で行います。

さらに．1日1回行わなければならない毎日検査は，4配水区域において各

2カ所の給水栓計8地点で行います。

（2）検査項目，検査頻度

水質検査計画において実施する検査項臥検査頻度は下記に示すとおりです。

（ア）水質基準項目

水道法に適合した水であるか，水質基準50項目を検査します。

法令で定められた頻度を基本とし．その他特に水質管理上注意すべき項目

を考慮して．下表のとおり検査頻度を設定します。

原水（3検体）については，水源水質監視を強化するため．毎月検査を従来

の10項目から23項目に増やして実施します。また水質基準項目のうち，

トリハロメタン等浄水にのみ含まれる項目を除く37項目全てについて，年

1回水質検査を実施します。

浄水（4検体）については．法令で定められた11項目の毎月検査，31

項目の3ヶ月検査を行い，さらに水質に万全を期する見地から，項目を省略

することなく50項目の水質基準検査を年1回実施します。

給水栓水（4検体）・府営水（1検体）についても．法令で定められた11項

目の毎月検査，24項目の3ヶ月検査を行い．さらに項目を省略することな

く50項目の水質基準検査を年1回実施します。

（イ）　毎日検査項目

色，濁り，消毒の残留効果を1日1回検査します。

（ウ）　水質管理目標設定項目

水道法において必須の検査ではありませんが，将来にわたり水道水の安全

性の確保等に万全を期する見地から，水源及び浄水処理における監視のため

に検査を行います。

水質管理目標設定項目は，27項目全て（うち農薬類101項目含む）につ

いて．省略することなく年1回検査します。なお水道水品質及び浄水処理過

程混入物質については浄水（4検体）にて検査し，それ以外の原水由来の項

目については原水（3検体）にて検査します。
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（エ）その他の項目

クリプトスプリジウムの指標菌となる嫌気性芽胞菌検査を，原水（3検体）

について毎月1回実施します。

さらに水道水源の広範囲な監視強化のため，稼動中の水道水源井戸全てに

ついて，水質基準項目のうちトリハロメタン等浄水にのみ含まれる項目を除

く37項目と嫌気性芽胞菌の計38項目の水質検査を年1回実施します。

10



水質基準検査項目及び頻度
廉水3検体．浄水4検体．給水栓水4検体．府営水1検体

年 間検 量ｌ司数 給 水 栓 水 （浄水 ）での

項 目 基 準値 原 水 浄水 給 水 栓水

及 び府 営水

検査 回 数決 定 理 由

1 一 般 葡 す 10 0個 ／ｍｌ以下 12 12 12 毎 月 検査

2 大 腸 言 検 出され ないこと 12 12 12 毎 月 検 査

3 カドミウム及 びその 化 合物 0 ．0 1ｍ〟 ｌ以下 12 1 1 ⑤

4 水 銀 及 びその 化 合物 0 ．0 00 5ｍｇ／ｌ以下 12 4 1 ⑦

5 セ レン及びそ の化 合 鞠 0 月1ｍｇ／ｌ以 下 12 1 1 閲

6 船 及 びそ の化 合 物 0 ．0 1ｍｇ／Ｉ以 下 12 1 4 ②

7 ヒ素 及び その 化合 物 0 ．0 1ｍｇ′Ｉ以下 12 4 1 閲

8 六 儀 クロム 化 合物 0．0 5ｍｇ／1以 下 12 1 1 （診

9 シアン化物 イオン及 び塩化 シアン 0 ．0 11ｍ の 以下 12 4 4 Ｑ）

10 硝 酸 嘉 登需 及 び亜 硝酸 態 璽素 10 ｍｇの以下 12 4 1 ② （酎

11 フッ素 及び その 化合 物 0 ．8 間〆ｌ以下 1 1 1 ⑤

12 ホ ウ 素 及びそ の化 合物 1．Ｏｌｕ慮／ｌ以下 12 4 1 ｑ） 唱）

13 四 場 化 炭素 0 ．00 2ｍｇ／ｌ以 下 1 1 1 閲

14 1 ．4 － ジオ キサ ン 0 ．0 5ｍ〟ｌ以下 1 4 ｌ 0 ） ⑥

1 5 1 ．1 － ジクロロエチ レン 0．02 ｍｇ／ｌ以下 1 1 1 閲

16 シス ー 1 ，2 － ジクロロエチ レン 0．04 ｍ慮／ｌ以下 1 1 1 固

17 ジ クロロメタン 0 ．0 2ｍｇ／ｌ以下 1 1 1 閲

18 テ トラクロロエチレン 0 ．0 1ｍｇ／ｌ以下 1 1 1 ⑤

19 トリクロロエチ レン 0．0 3ｍェ／Ｉ以下 1 1 1 6 ）

20 ベ ンゼ ン 0．0 1ｍｇ／暮以下 1 1 1 閲

2 1 クロロ酢 酸 0 ．02 ｍｇ／Ｉ以 下 － 4 4 固

22 クロロホル ム 0 ．06 ｍｇの以下 － 4 4 Ｑ）

23 ジクロロ酢 酸 0 ．04 ｍｇ／ｌ以下 － 4 4 （診

24 ジ プロモクロ臼メタン 0 ．1ｒｎｇ／ｌ以下 － 4 4 固

25 臭 素 酸 0 ．0 1ｍ〟ｌ以 下 － 4 4 Ｇ）

26 総 トリハ ロメタン 0 ．1ｍ■／ｌ以 下 － 4 4 ③

2 7 トリクロロ酢 酸 0 ．2ｍ丘／ｌ以 下 － 4 4 Ｑ）

28 プ ロモジクロロメタン 0 ．03 ｍｇ／ｌ以下 － 4 4 （3）

29 プ ロモホル ム 0 ．0 9ｍｇ／ｌ以 下 － 4 4 （診

30 ホ ル ムアル デヒド 0 ．0 8ｍｇ／Ｉ以 下 － 4 4 Ｑ）

3 1 亜 鉛 及び その化 合 物 1．0ｍｇ／ｌ以下 1 1 1 （9

32 ア ル ミニウ ム及 びその 化合 物 0 ．2ｍｇ／ｌ以下 1 4 4 Ｇ）

33 鉄 及 びその 化合 物 0 ．3ｍｇ／ｌ以下 12 12 12 ④

34 銅 及 びその 化合 物 1．0 ｍｇ／ｌ以下 1 1 1 ⑤

35 ナ トリウム 及 びその 化 合物 2 00 ｍ膿／ｌ以下 1 1 1 ⑤

36 マ ンガン及び その 化合 物 0 ．0 5ｍｇ／ｌ以 下 12 12 12 嶋）

37 塩 化物 イオン 2 00ｍｇ／ｌ以 下 12 12 12 毎 月 検 査

38 カル シウム．マグネシウム 等 （硬 度 3 00ｍｇ／ｌ以 下 12 ｌ 1 ⑤

39 蒸 発残 留 物 5 00ｍｇ／ｌ以 下 12 4 1 ②　 ⑥

4 0 陰 イオン界 面 活性 剤 0 ．2 ｍｇ／ｌ以下 12 1 ｌ 閲

4 1 ジ ェ才．スミン 0 ．0 000 1ｍｇ／ｌ以 下 1 1 ⑤

42 2 － メチル イソボ ル ネオ ール 0 ．0 000 1ｍ■／ｌ以下 1 1 閲

4 3 非 イオ ン界 面 活性 剤 0 ．0 2ｍｇ′ｌ以 下 12 4 1 ｑ） 喧）

4 4 フェノー ル 類 0 ．00 5ｍｇ／ｌ以 下 1 4 1 ｑ） （紗

4 5 有 1ｍ鞠 （ＴＯＣ） 5 ｍｇ／ｌ以下 12 12 12 毎 月 検 量

4 6 ｐＨ覆 5 ．8 以 上 8．6 以 下 12 12 12 毎 月 検 査

4 7 喋 異 常 でないこと 12 12 毎 月 検 査

4 8 臭 気 異 尊 でないこと 12 12 12 毎 月 検 査

4 9 色 度 5 度 以 下 12 12 12 毎 月 検 査

5 0 濁 度 2 度 以 下 12 12 12 毎 月 検 査

法令で定められたおおむね1ケ月に1回以上検査しなければならない項目については．毎月検査項目として月1回の検査を
行います。その他の項目については．法令に基づいた判断基準で検査回数等を決定します。

ただし．法令零では最高で3年に1回まで検査を省略できる項目もありますが．本市では最低でも1年に1回は検査するものとします。

給水栓水（浄水）検査回数決定理由
①平成16年度から新規項目となったもの及び新規検査方法となったものについては．省略等せず3ケ月に1回検査します。
②基準鐘の20％を趨遺したことのある項目については省略せず3ケ月に1回検査します。
③清書劃生成物は省略不可のため3ケ月に1回検査します。
④第3浄水場系原水（地下水）には鉄，マンガンが含まれており．その監視のために月1回の検査をします。
⑤法令等では3年に1回の検査まで省略可能ですが，1年に1回検査します。
⑥送配水施設内で濃度が上昇しないことが明らかと認められるので，各浄水場浄水で検査します。（ただし年1回は給水栓水でも
検査します）
⑦法令等では3年に1回の検査まで省略可能ですが、監視強化のため、3ケ月に1回検査します。

11



回

水賞管理 目標 改定項 目検査 （年 1 回 ）　　　　　 原水 3 検 体 ．浄水 4 検 体

項 目 ヨ標優 原水 浄水

1 ア ンチモン及びその化合物 0．0 15ｍ〟 ｌ以下 0

2 ウラン及びその 化合物 0．（泊2ｍ〟 ｌ以下 ○

3 ニッケル及びその化 合物 0．0 1ｍ〟 ｌ以下 ○

4 亜 硝 酸態窒素 0．0 5ｍｇ／ｌ以下 ○

5 1．2 －ジクロロエタン 0．∝国ｍ〟Ｉ以下 ○

6 トランスー 1 ．2 －ジクロロエチレン 0．0 4ｍｇ／ｌ以下 ○

7 1 ，1，2 －トリクロロエタン 0．∝掩ｍ〟ｌ以下 ○

8 トルエン 0．2ｍｇ／ｌ以下 0

9 フタル 酸ジ（2 － エチルへキシル） 0．1ｍ〟 Ｉ以下 ○

10 亜塩 素 酸 0．6ｍ〟 ｌ以下 ○
11 塩 素 酸 0．6ｍ〟 ｌ以下 ○

12 －酸 化塩 素 0．6ｍ〟 ｌ以下 ○

13 ジクロロアセトニトリル 0．0 4ｍが ｌ以下 ●
14 抱水 クロうール 0．0 3ｍ〟 ｌ以下 ○

15 農 薬 類 比の和として 1以 下 ○

16 残 留塩 素 1ｍ〟 ｌ以下 ○

17 カル シウム・マグネシウム尊 く硬度） 10ｍ蝕／Ｉ以上 1（氾ｍｇ／ｌ以下 ○
18 マンガ ン及びその化合物 0．0 1ｍ〟 Ｉ以下 ○
19 遊 竃 炭酸 20ｍ〟 Ｉ以下 ○

20 1 ．1 ．1 －トリクロロエタン 0．3ｍｇ／ｌ以 下 ○
2 1 メチル ーｔ－プチルエーテル 0．02ｍ〟 ｌ以下 ○

2 2 有 機 物 事 （過マンガン酸か ノウム消費量 ） 3ｒｎ〟ｌ以下 ○

2 3 臭 気 強 度 （ＴＯＮ） 3以下 ○

2 4 蒸 発 残 留物 30ｍ〟 ｌ以上 2∝Ｉｍｇ／ｌ以下 ○

2 5 濁 度 1度 以 下 0
2 6 ｐＨ優 7．5程 度 ○
2 7 腐 食 性 （ランゲリア指数） 」程 度以上 ○

水道水品質及び浄水処理過程混入物質以外の項目については，原水で監視します。

5．水質検査方法

本市の水質検査は全て委託により行います。なお，委託先は水道法第20条で定め

られた厚生労働省登録機朗とします。（毎日検査を除く）

水質検査方法は，国が定めた検査方法（「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生

労働大臣が定める方法」），上水試験方法（日本水道協会）等によって行います。
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6．臨時の水質検査

以下のような場合に臨時の水質検査を行います。

（1）水源の水質が著しく悪化したとき。

（2）水源に異常があったとき。

（3）水源付近，給水区域及びその周辺等において消化器系伝染病が流行していると

き。

（4）浄水過程に異常があったとき。

（5）配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染された恐れがあるとき。

（6）その他特に必要があると認められるとき。

7，水質検査計画及び検査結果の公表

水質検査計画は毎年作成し公表します。また水質検査結果についても公表します。

なお，水質検査計画については毎年見直しを行い，状況に応じて改訂します。

8．その他

水道水が原因で水質事故が発生またはその恐れのある場合には．京都府及び

市関係部局と連携を行い対処します。

利用者の皆様の声を水質検査計画に反映させていただくために．ご意見をいただけ

れば幸いです。

問い合わせ先

城陽市上下水道部　工務課

ＴＥＬ Ｏ774－52－2442

ＦＡＸ Ｏ774－55－0771

ＭＡＩＬ ｋｏｍｕ㊥ｃｉｔｙ．ｊｏｙｏ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ
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